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【町長】 

 

通告順 ３ 
質問 

議員 
上野議員 

質問 

項目 
町民が理解しやすい施設や事業の名称にすべきと思う。 

質問 

内容 

 

公共施設の名称が解りづらく、場所を探すのに時間がかかるとの声が高

齢者からあります。 

又、昔は「町政懇談会」、「町づくり懇談会」、今は「ふるさと創造懇談

会」と変更しましたが、何か町民にメリットはあるのでしょうか？ 

施設を含め利用しづらくて町民本意に名称を変更する考えはありませ

んか？ 

沼田にある温泉の各名称が多く利用者のお客様が館内で迷う事をなく

すべきと思う。 

名称よりも大切な事があると思うので、町民以外の人がすぐ解かる施設

や事業の名称にして、子供達にも解かりやすくすべきと思うが町長の考え

を伺いたい。 

 

 



 
4 

【町長】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通告順 ４ 
質問 

議員 
上野議員 

質問 

項目 
沼田町の産業を発展させ人口増にすべきと思う。 

質問 

内容 

 

沼田の基幹産業は農業ですが、沼田町には山林があり、林業を今以上に

力を入れ、町の発展に繋げるべきと思う。 

今、世界中で木材の高騰と新聞に出ました。沼田町の一社、木材会社が

ありますが、製材を休止していますが、是非復活させるべきと思う。 

 又、沼田の土を使った土管工場があり、農業の暗渠に使用されとても助

かっていますが、塩ビ管も使用されるようになり、土管の利用が減ってき

たとの声が聞かれます。 

 何十年経っても水が流れやすい土管の良さを、ＰＲを行政でも力を入

れ、産業の発展と人口増に繋げるべきと思うが町長の考えを伺いたい。 
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【町長・教育長】 

 

通告順 ５ 
質問 

議員 
高田議員 

質問 

項目 
高穂スキー場整備計画はこれでいいのか 

質問 

内容 

 

現在、高穂スキー場整備計画が取り纏められています。複数年にわたり

ますが、総額で約５億円の大事業であります。単に体育施設の老朽化に伴

う施設の更新事業に止まることなく、「観光客の集客」や「関係人口の増

加」に向けた取り組みを期待しています。 

 

 予算委員会の時も指摘しましたが、施設の整備だけが議論されていま

す。６月３日の全員協議会の説明では夏季の施設利用の説明がなされまし

た。しかし観光の域は脱しておらず限定的であり、関係人口へのアプロー

チは何ひとつありませんでした。 

 

 「移住定住」や「ふるさと納税」を効率的に進めるためには、何もしな

かったら観光客として通り過ぎてしまう「交流人口」を「関係人口」にす

る「きっかけ」と「アプローチ」が必要です。 

 

 地方創生の第２期計画を策定するとき話題になった「関係人口」と言う

言葉ですが、総務省のホームページでは４つのタイプに分類されていま

す。「沼田町高穂スキー場」が持っている冬季間における本来の特徴を生

かし、それぞれのタイプ毎に「交流人口（観光客）を関係人口にする施策」

を用意するべきです。 

 

施設の設置目的に関しては町長に、計画の策定過程に関しては教育長に 

それぞれ考えを伺う。 

 




